
別紙 

 

 

 

 

 

歯と口腔の健康づくりの推進に関する 

施策の実施状況（報告）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

熊本市 

 

 

 

- 115 -



 

  

- 116 -



１ 各ライフステージにおける対策の推進 

(1) 胎児期・妊娠期及び乳幼児期 

  ア 令和３年度の取組結果等 

口腔の健康を通して健やかな妊娠生活を支援するとともに、乳幼児の歯と口

腔の健やかな発達と楽しい育児を支援するため、主に次の取組を実施した。 

取組名 取組内容及び取組結果等 

妊婦歯科健診・

相談事業（直

営） 

内容 
母子健康手帳交付時に、歯科健診・歯科健康相談を実

施する。 

結果 
・実施回数：３９０回 

・受診者数：２，０４４人 

妊婦歯科健診・

相談事業（委

託） 

内容 

母子健康手帳交付時に歯科健診ができなかった妊婦

に対して、受診券を発行し、歯科医療機関で歯科健

診・歯科健康相談を実施する。 

結果 受診者数：１，５３７人 

１歳６か月児

歯科健診・フッ

化物体験塗布 

内容 

１歳６か月児健診において歯科健診・歯科健康相談

を実施する。また、希望者には、フッ化物体験塗布を

実施する。 

結果 

・歯科健診 

実施回数：２３８回 

受診者数：５，６５６人 

・フッ化物体験塗布 

実施者数：５，２０９人 

３歳児歯科健

診 
内容 

３歳児健診において歯科健診・歯科健康相談を実施

する。 

結果 
・実施回数：２２３回 

・受診者数：５，９９１人 

歯科健康教育 

内容 

子育てサークル等において、むし歯予防講話等を実

施する。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、動

画の二次元コードを掲載したリーフレットを活用し

て口腔衛生の大切さについて啓発を行う。 

結果 
・実施回数：２７回 

・参加組数：１５０組 

歯科健康相談 
内容 

区役所や子育てサークル等において、歯科健康相談

を実施する。 

結果 ・妊産婦 
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  実施回数：１３回 

  相談者数：１３人 

・乳幼児 

  実施回数：９３回 

  相談者数：１２８人 

フッ化物洗口

支援事業 内容 

フッ化物洗口の実施を希望する保育所等に対して、

洗口剤等を配布するとともに、円滑な実施に係る技

術支援を行う。 

結果 実施施設数：１１１施設（うち新規実施３施設） 

保育所等にお

ける歯科健康

教育 

内容 
保育所等において、幼児、保護者等を対象に、歯科講

話、歯磨き指導等を実施する。 

結果 

・実施施設数：７８施設 

・実施回数：８４回 

・参加者数：４，０９７人 

乳 幼 児 マ マ 

パパ教室 
内容 

育児サークル等において、歯科医師等を招いて教室

を実施する。 

結果 
・実施回数：１回 

・参加組数：７組 

保育所等にお

ける歯科健康

診断 

内容 
保育所等において、園歯科医師による歯科健診を実

施する。 

結果 実施施設数：２１８施設 

    ※ 令和３年度決算額 

子育て世代包括支援センター運営経費 ６５，６８１千円 

   妊婦歯科健診経費 ３，４６４千円 

幼児健診経費 ３４，４４８千円 

   公立保育園嘱託歯科医手当 ２，１９７千円 

   公立幼稚園歯科医報酬 １，０５９千円  

保育所等フッ化物洗口事業 ３８５千円 

  イ 令和４年度の取組内容（令和４年８月末日現在） 

 令和３年度の取組事業に加え、以下の取組を実施する。 

   (ｱ) 子どものむし歯予防に関する啓発動画の二次元コードを満１歳のお誕生

日カード及び母子健康手帳別冊に掲載する。 

   (ｲ) １歳６か月児健診時に初期むし歯があった幼児の保護者に対し、電話等

による歯科受診を勧奨する。 
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    ※ 令和４年度予算額 

   子育て世代包括支援センター運営経費 ６８，８０５千円 

   妊婦歯科健診経費 ２，６００千円 

   幼児健診経費 ３７，２３８千円 

   公立保育園嘱託歯科医手当 ２，１９７千円 

   公立幼稚園歯科医報酬 １，０６０千円  

保育所等フッ化物洗口事業 ９９７千円 

  ウ 成果指標 

    １歳６か月児でのむし歯のない者の増加 

平成２３年度 

基準値 

令和３年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

９６．６％ ９８．６％ １００％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】１歳６か月児歯科健診     

【熊本県・全国】熊本県歯科保健状況調査 

  

96.6 96.3 96.7 96.8 97.1 97.2 97.7 98.2 97.7 97.9
98.6

100

90

95

100

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5(目標値) 

(%) 

熊本県 (R2) : 98.0 

全国   (R2) : 98.9 
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    ３歳児でのむし歯のない者の増加 

平成２３年度 

基準値 

令和３年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

７６．３％ ８４．１％ ９０．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】３歳児歯科健診        

【熊本県・全国】熊本県歯科保健状況調査 

出典：【熊本市】３歳児歯科健診        

【熊本県・全国】熊本県歯科保健状況調査 

 

(2) 学童期及び中・高生期 

  ア 令和３年度の取組結果等 

学童期の乳歯と永久歯の生え変わりが始まる時期に、自分の口にあった歯磨

き習慣を身に付け、むし歯や歯肉炎のない楽しい学校生活ができるよう支援す

るとともに、生活習慣の改善によりむし歯や歯肉炎を減少させることができる

中高生が増加するよう支援するために、主に次の取組を実施した。 

取組名 取組内容及び取組結果等 

小中学生に対

する歯科健康

教育 

内容 
小中学生を対象としたむし歯や歯肉炎の予防等の講

話や歯磨き指導を実施する。 

結果 

・実施校数：４８校（うち小学校４６校、中学校２校） 

・実施回数：５９回（うち小学校５７回、中学校２回） 

・参加者数：４，２４３人（うち小学生４，０１２人、

中学生２３１人） 

小中学校の学

校保健委員会

に対する歯科

健康教育 

内容 

小中学校の学校保健委員会において、学校や家庭に

おける歯と口腔の健康づくりに関する取組等の助言

等を行う。 

結果 実施校数：２校（うち小学校１校、中学校１校） 

歯科健康相談 
内容 

小中学生や保護者に対して、歯科健康相談を実施す

る。 

76.3 
72.9 73.7 75.0 74.4 75.9 

79.4 79.6 81.3 83.0 84.1 
90.0 

60

70

80

90

100

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5(目標値) 

熊本県 (R2) : 81.6

全国 (R2) : 88.2

(%)

- 120 -



結果 
・実施回数：６回 

・相談者数：６人 

歯科健診 内容 就学時歯科健診及び学校歯科健診を実施する。 

結果 実施校数：１３８校 

フッ化物洗口

事業 
内容 

むし歯予防のため、小学校で週１回法によるフッ化

物洗口を実施する。 

結果 実施校数：４６校 

    ※ 令和３年度決算額 

   小学校等フッ化物洗口事業 ５，９９０千円  

学校歯科医報酬 ３１，８９０千円 

  イ 令和４年度の取組内容（令和４年８月末日現在） 

令和３年度の取組事業を令和４年度も継続して実施する。 

    ※ 令和４年度予算額 

   小学校等フッ化物洗口事業 １８，６０３千円 

 学校歯科医報酬 ３１，０７２千円 

  ウ 成果指標 

    １２歳児でのむし歯のない者の増加（１人当たりむし歯本数の減少） 

平成２３年度 

基準値 

令和３年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

１．２９本 ０．７３本 ０．７本未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：熊本県歯科保健状況調査 

 

(3) 成人期 

  ア 令和３年度の取組結果等 

1.29 1.27 1.14 1.07
0.85 0.85 0.81 0.9 0.78 0.8 0.73 0.7

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5(目標値) 

熊本県(R3): 0.85  

全国  (R3): 0.63 

（本） 
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社会生活を送る上で、歯と口腔の健康づくりが重要であることを知り、自分

にあった口腔ケアを獲得できるように支援するため、主に次の取組を実施した。 

取組名 取組内容及び取組結果等 

歯たちの健診 

内容 

生活習慣が不規則になる時期でもある大学生等を対

象に、歯科疾患の予防と口腔衛生意識の向上を目指

し、学園祭や区役所実習の学生に対して歯科健診や歯

科健康相談を実施する。 

結果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

歯周病検診 

内容 

歯の喪失をもたらす歯周病を予防し、かかりつけ歯科

医における定期的な歯科健診を推進するため、歯周病

検診の受診に対する支援を実施する。 

結果 

受診者数：６０人（うち４０歳３０人、４１歳４人、

６０歳２２人、６１歳４人） 

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため令和

２年度に検診を中止した期間があったことから、同

年度の未受診者も対象とした。 

歯科健康教育 

内容 

生活習慣病予防教室において、糖尿病等と歯科疾患と

の関連について歯科健康教育等を実施する。また、 

８０２０教室において、歯科疾患の予防等についての

講話や口腔ケアの啓発等を実施する。 

結果 

・実施回数：１４回（うち生活習慣病予防教室４回、

８０２０教室１０回） 

・参加者数：２３３人（うち生活習慣病予防教室 

４１人、８０２０教室１９２人） 

歯科健康相談 
内容 

定期歯科健診を推進するため、歯科健康相談を実施す

る。 

結果 
・実施回数：１５回 

・相談者数：２７人 

健康ポイント 

事業 
内容 

スマートフォン専用アプリ「もっと健康！げんき！ア

ップ くまもと」において、歯科健診時に健康ポイン

トを付与することにより、定期的な歯科健診を推進す

る。 

結果 ポイント獲得者数：延べ２，８１１人 

    ※ 令和３年度決算額 

   歯周病検診経費 １９４千円  

  イ 令和４年度の取組内容（令和４年８月末日現在） 
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令和３年度の取組事業を令和４年度も継続して実施する。歯周病検診につい

ては、対象年齢に５０歳及び７０歳を追加する。 

    ※ 令和４年度予算額 

  歯周病検診経費 ７００千円 

  ウ 成果指標 

    ４０歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

平成２２年度 

基準値 

平成３０年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

３５．４％ ６５．１％ ２５．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】成人歯科健診      

【熊本県】熊本県歯科保健実態調査 

   【全国】歯科疾患実態調査     
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(%)

熊本県(H28): 51.6          

全国 (H28): 44.8  
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    ６０歳代における進行した歯周炎を有する者の減少 

平成２２年度 

基準値 

平成３０年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

５３．７％ ６５．６％ ４５．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】成人歯科健診      

【熊本県】熊本県歯科保健実態調査 

【全国】歯科疾患実態調査     

 

(4) 高齢期 

  ア 令和３年度の取組結果等 

歯の喪失等による口腔機能の低下を防止し、「食べること」を通じて積極的

に社会活動ができるように支援するため、主に次の取組を実施した。 

取組名 取組内容及び取組結果等 

８０２０表彰 

内容 

満８０歳以上で自分の歯を２０本以上有する市民を

表彰するため事前審査を行い、達成者には表彰状を郵

送する。 

結果 表彰者数：４３人 

歯科健康教育 
内容 

地域において高齢者を対象に、口腔機能向上や口腔ケ

アの必要性に関する歯科健康教育を実施する。 

結果 
・実施回数：１４回 

・参加者数：２３３人 

歯科健康相談 
内容 

高齢者を対象に、口腔機能向上や口腔ケアについての

歯科健康相談を実施する。 

結果 
・実施回数：１６回 

・相談者数：４４人 

後期高齢者歯 内容 後期高齢者の口腔機能の改善を図り、生活習慣病、誤

53.7

65.6

45.0
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100

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R5(目標値) 

熊本県(H28) : 65.1(60歳)

全国 (H28) : 62.0

(%)
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科口腔健康診

査 

嚥
えん

性肺炎等の疾患を予防するため、歯科口腔健康診査

を実施する。 

※ 受診対象年齢：７５歳以上 

結果 受診者数：７３４人（令和４年５月末日暫定値） 

短期集中予防

サービス（口

腔機能向上プ

ログラム） 

内容 

口腔機能向上や改善を目的としたプログラムを実施

する。 

※ 事業対象者：要支援１又は要支援２の認定を受け

ている者及び本サービスを利用することにより機

能の維持・改善が見込まれる６５歳以上の者 

結果 

・実施事業所数：６事業所 

・利用者数：４人 

・実施回数：１２回 

介護予防の啓

発 内容 

高齢者の通いの場（サロン）等において、オーラルフ

レイルを含めたフレイル状態の把握及び予防に関す

る講話を実施する。 

結果 
・実施回数：４６回 

・参加者数：延べ７７３人 

    ※ 令和３年度決算額 

   後期高齢者歯科口腔健康診査 ３，６４８千円 

   短期集中予防サービス（口腔機能向上プログラム）事業費 ４０千円 

  イ 令和４年度の取組内容（令和４年８月末日現在） 

令和３年度の取組事業を令和４年度も継続して実施する。 

    ※ 令和４年度予算額 

  後期高齢者歯科口腔健康診査 ６，６２１千円 

  短期集中予防サービス（口腔機能向上プログラム）事業費 １９８千円 
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  ウ 成果指標 

    ８０歳で２０歯以上の自分の歯を有する者（８０２０達成）の増加 

平成２３年度 

基準値 

平成３０年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

３８．３％ ６２．０％ ６５．０％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】健康くまもと２１市民アンケート 

【熊本県】熊本県健康・食生活に関する調査 

【全国】歯科疾患実態調査         
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２ 歯と口腔の健康づくりを支え・守るための環境づくり 

 (1) 令和３年度の取組結果等 

校区単位の健康まちづくりの中で歯科保健の活動を推進し、８０２０推進員を

育成・支援するとともに、障がい者等の歯科診療の環境づくりを支援するため、

主に次の取組を実施した。 

取組名 取組内容及び取組結果等 

８０２０推進

員育成事業 
内容 

８０２０推進員育成講座を実施し、８０２０推進員を育

成する。 

結果 修了者数：７３人 

８０２０推進

員活動支援 内容 

８０２０推進員に口腔ケアや歯科疾患予防のアドバイ

ス等を行い、地域での歯と口腔の健康づくり啓発活動の

支援を実施する。 

結果 
・実施回数：３７９回 

・参加者数：１，７１１人 

歯と口の健康

週間 
内容 

毎年６月の「歯と口の健康週間」において、地域住民を

対象に歯科保健に関する啓発等を実施する。 

結果 
・実施回数：６７回 

・参加者数：２，６３５人 

校区単位の健

康まちづくり

や地域のイベ

ント等での啓

発事業 

内容 

校区単位の健康まちづくりイベントや地域のイベント

等において、歯科健康相談等を実施し、歯科保健に関す

る啓発を実施する。 

結果 
・実施回数：２回 

・参加者数：３２６人 

障がい児及び

発達に不安の

ある児のむし

歯予防事業 

内容 

未就学児のうち身体障害者手帳、療育手帳又は歯の健康

ノートを保有するものを対象として、口腔ケア、フッ化

物塗布及び口腔衛生指導を実施する。 

結果 
・実施回数：２２回 

・受診者数：７８人 

障がい者通所

施設での歯科

健康教育 

 

内容 

障がい者通所施設において、利用者や施設職員に対して

口腔ケアの必要性や口腔機能に関する健康教育を実施

する。 

結果 
・実施回数：２回 

・参加者数：６９人 

障がい児（者）

口腔ケア地域

リーダー育成

内容 

障がい児（者）が身近な地域で歯科診療を受けることが

できるよう、地域の歯科医師及び歯科衛生士の診療の知

識等の習得を図る事業を実施する。 
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事業 結果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

歯科救急医療

対策 内容 

休日歯科当番医制度により、いつでも安心して適切な歯

科診療を受けることができる救急医療体制づくりを実

施する。 

結果 

通常初期救急体制として、休日の準夜間において歯科診

療を実施 

・診療日数：６６日 

・診療件数：１０２件 

年末年始初期救急体制として、２４時間の歯科診療を実

施 

・診療日数：５日 

・診療件数：３１０件 

適切な医療体

制の確立 
内容 

熊本県歯科医師会による障がい児（者）歯科医療提供体

制強化事業への支援を実施する。 

結果 

熊本県歯科医師会立口腔保健センターにおいて、週６

日、障がい児（者）に対する歯科医療を提供 

・診療日数：２４２日 

・診療件数：２，９８７件 

災害時の口腔

ケアの啓発 
内容 

災害時の口腔ケアの啓発を、地域のイベントを通して実

施する。 

結果 

・実施回数：３回 

・参加者数：６８人 

※ 歯の祭典及び熊本市民健康フェスティバルにおけ

る啓発は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止 

地域歯科保健 

研修会 内容 

関係機関・団体と行政が、歯と口腔の健康に関する現状

や課題等について共有し、課題解決に向けた取組につい

て理解を深める機会とするため、研修会を開催する。 

結果 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

    ※ 令和３年度決算額 

   歯科保健推進経費 ９４３千円 

   歯科保健推進事業実施団体に対する補助金 ５１７千円 

   休日歯科当番医制事業 １，２７８千円 

   年末年始急患歯科診療事業 １，２９３千円 

   熊本県歯科医師会立口腔保健センター負担金 ２，０００千円 
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 (2) 令和４年度の取組内容（令和４年８月末日現在） 

令和３年度の取組事業を令和４年度も継続して実施する。実施に当たっては、

令和４年４月１日に設置した熊本市口腔保健支援センターを中心として、関係部

署や関係機関等との連携を強化し、総合的かつ計画的に歯と口腔の健康づくりを

推進する。 

    ※ 令和４年度予算額 

   歯科保健推進経費 １，２５８千円 

 歯科保健推進事業実施団体に対する補助金 ９１７千円 

   休日歯科当番医制事業 １，２７８千円 

   年末年始急患歯科診療事業 １，２９４千円 

   熊本県歯科医師会立口腔保健センター負担金 ２，０００千円 

 

 (3) 成果指標 

    ８０２０推進員の育成数の増加（累計） 

平成２４年度 

基準値 

令和３年度 

実績値 

令和５年度 

目標値 

６３８人 １，２３８人 
１，０００人 

（令和元年度達成済み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：【熊本市】８０２０推進員育成事業 
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